PYC News[6](September2015) 「ADHDの話つづき／食べるものと脳の関係」

前回ニューズレター発行後、ニューズレターに取り上げたコラムを書いたアメリカのファミリーセラピスト Marilyn Wedge が今年出版した本を読みました。 A Disease Called Childhood: Why ADHD Became an American Epidemic という名前です。直訳すると「子供時代という病：なぜADHDがアメリカで流行の病となったのか」。元はと言えば脳の機能的な障害に関し、明らかな外傷などの原因がわかっていて生じた状況に対して傷病名をつけていたのに、まるで幽霊のような、当時ほぼ存在しなかった症状と合体してADHDとくくられてしまったのが始まり、というくだりにまずは唖然としました。ADHDと名前を造ったら、そこにあてはまるように小児精神科医が製薬会社の戦略にも大きく影響されて診断数があれよあれよという間に増えていったここ数十年の流れもびっくりです。

アメリカと対比して、フランスやフィンランドでの対応も描かれていました。ひとつめは、文字や記号を介するいわゆる「座学」は、学習に向けて適切な準備が脳の中で進む７歳まで、メインとはならない、というところ。文字習得が早ければ早いほど良い？と早期学習を進めるアメリカやアジアはどうなのでしょう。文化や考え方の違いと言って片付けてしまうことが私にはできません。いわゆるお勉強よりも別の大事なことがその７歳までの時期にたくさんあるのでは、と思うからです。その別の大事なことってなんだろう、と立ち止まって考える材料をことばにしてくれた文章を引用します。

人間は文字を自分のものにするときそれとひきかえに何か大事な能力を失うのではないか（中略）経験を刻み付ける力、不思議さに対する漠とした尊敬の念など。

（文字を使う前に）ことばを使って生活する基礎ができているか、が大切ではないか。ひとの言うことが理解でき、自分の要求や気持ちを表現でき、ことばだけである程度ものごとが考えられたり想像できたり、（たとえば読み聞かせから、絵本に書かれているような）ことがらを理解すること、その情景を心に思い描くこと、それをそれまでに起こったことと関連付けてとらえ、これからの予想につなげていくこと（中略）

シュタイナー（幼児教育の先駆者）は文字を教えてよい前提となる成長段階はこどもが目の前に存在しない事物についても記憶とイメージを理解でき、自分の心の動きがとらえられ、自分の意思を状況に応じて実行にうつすことができるとき、と書いています。

（その根拠として）音の性質や意味の関連を体験できるまでには内的な成長が必要（中略）思考・情緒面の成長をさまたげるのが記号と音のくみあわせ作業である、と説明しています。

松岡亭子「サンタクロースの部屋」より

日本でも現実的に、就学前に文字を教えないでおいてくれる幼稚園はとても少ないです。もちろん自然と興味を持って文字を覚えてどんどん使えるようになる子もいて、保育園で他の幼い子に「絵本読んで」とねだられて文字を覚える子もいます。ただ、少なくとも小学校低学年くらいまでは、文字の読み書きの手ほどきについて厳しくすることもないのかなと、私は思います。集中力が短いのも年齢から見て当然、うまく子供たちが集中するにはどんなことが有効か、という方に興味があります。お薬ではなくても、結構工夫ができるものです。

さて話が逸れましたが、こんなことをあちこち考えると、いわゆる「お勉強」にたとえば小学校の教室で低学年のお子さんが集中できなくて、ということが起こり、担任の先生から連絡を受けたとき、アメリカの親は医者やセラピストの元で投薬、という道をたどる方が多く、フランスではまずはセラピストに相談し、本人の話を聞き、家族の話も聞き、大概はまず体を動かして十分に遊ぶことと、家庭の環境を整えること、という処方がくる、という違いは大きいなあ、と感じてしまうのです。

さて、最初に挙げた本の中には、どんな物を口にするか、と子供のADHD症状の直接の関係が明らかになった研究で、結果としてEU全体を巻き込んだ人工着色料の規制についても描かれています。同じM&Mチョコでもヨーロッパで買うと「赤色◯号」が入ってないのに（有害だと指摘されたから）、アメリカで買うと入っているんです。その着色料って日本では？とおそろしくなり、思わず子供の持ってくるお菓子の成分表をスーパーでジーっと読んでしまう日々が続いています。

他にも食べ物＝腸内細菌の環境と病気の関係など、気になることは多いのですが、もうずいぶん長くなってしまいました。続きはまた来月。またお目にかかりましょう。
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